
映画上映会
2025年1⽉25⽇（⼟）14:00上映開始（13:30開場）
場所：賀川記念館4階ホール
主催（お問合わせ）：賀川記念館

TEL：078-221-3627

参加無料



賀川豊彦の⽣涯・実践を
映画でみませんか？

賀川豊彦（1888〜1960）

⼤正から昭和にかけて活躍したキリスト教社会運動家賀川豊彦の半⽣を描く。
脚本は賀川豊彦原作の⼩説「死線を越えて」と武藤富男の「評伝賀川豊彦」
を元に「極道の妻たちII」の⾼⽥宏治と「あっこちゃんの⽇記」の⼭⽥典吾
が共同で執筆。監督は同作の⼭⽥、撮影は「ナオミ」の⾼村倉太郎がそれぞ
れ担当。

1988年製作／127分／⽇本

あらすじ

原作：賀川豊彦
監督：⼭⽥典吾 脚本：⾼⽥宏治、⼭⽥典吾
国広富之／⿊⽊瞳／松原千明／⻑⾨裕之／橋本功／⼩倉⼀郎／⼤村崑
⽯倉三郎／星セント／星ルイス／

スタッフ・キャスト

賀川豊彦（牧師・社会運動家・作家）は、キリスト教精神
を基盤にしながら弱い立場の人々や、「痛み」をもつ人々
に寄り添い、他者のためにその生涯を捧げました。
貧困問題の根本的解決には社会のしくみづくりと「協同の
力」が必要であると考え、無料診療所の開設、労働組合運
動、農民運動などを次々と実行し、互いを尊重し合う社会
の実現を説き続けました。

彼とその仲間の活動は、福祉、教育、
生産、労働組合、農民組合、平和、人
権、共生に関わる基礎となっています。

ミリオンセラーになった賀川豊彦の自
伝的小説「死線を越えて」の映画を上
映します。


